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１　題　　材　　たし算のひっ算
２　題材について
　(1)　題材の位置とねらい

　これまでに子どもたちは，具体物や半具体物の操作を通して，和が10以下の加法や繰り上がりの
ある加法の意味を理解し，式に表したり，計算したりすることができるようになってきている。ま
た，繰り上がりのある加法では，10のまとまりをつくって計算しようとする単位の考えや，和が10
以下の加法の計算を，繰り上がりのある場合や簡単な２位数の計算にまで拡張していこうとする統
合的な考え方を深めてきている。このような活動を通して，子どもたちは，数を合成・分解したり
相対的にとらえたりしながら，数についての感覚を豊かにしたり，加法の計算の仕方を用いて解決
しようとする姿が見られる。
　そこで，本題材では，２・３位数の加法の計算の仕方を考える活動を通して，２位数の加法が用い
られる場合についての理解を深めながら，計算の仕方や筆算の形式について理解したり，正しく計算
したりできるようにすることをねらいとしている。また，十の位で10が10個集まると百の位に繰り上
がる単位の考えや，位が２桁になっても１桁の時と同じように計算を進めようとする統合的な考え方
を一層深めようとするものである。さらには，加法の場面から読み取った自他の考えを伝え合いなが
ら，自分なりの「問い」を連続・発展させていこうとする態度を育てることもねらいとしている。
　ここでの学習で培われた単位の考えや統合的の考え方は，３・４位数同士の加法の計算の仕方を
考える学習へと発展していくものである。

　(2)　指導の基本的な立場

　加法の筆算は，１や10のまとまりの個数を，位ごとの数として０から９までの数字で表した十進
位取り記数法の原理を用いている。また，筆算は，位ごとに数字を縦に並べて表記することにより，
その原理の理解にとどまらず，たす数が近くに並んでいて見やすかったり，繰り上がりの１を覚え
ておく手間を省いたりして，能率的に演算を行うことができる。そこで，本題材では，単に筆算と
いう演算方法に出合わせるのではなく，ブロックなどの操作活動によって計算の方法を表す過程に
重点を置くことが大切である。その中で，十進位取り記数法に気付かせ，その原理を用いて自ら筆

算をつくり出していく過程を大事にしていく。そして，繰り上がりのある加法の場合や３位数の加
法の場合でも，操作活動から同じようにして計算すればよいことに気付かせることで，そこに含ま
れる，単位の考えを広げることができると考える。さらには，加法に成り立つ性質を捉えさせる活
動を通して，10のまとまりをつくって計算する単位の考えのよさを実感させていきたい。
　具体的には，まず，２位数の加法が用いられる場合について，その計算の仕方を考えさせる。そ
の説明の際，ブロックを用いて位ごとに縦に置いている過程から，十の位や一の位ごとに表すこと

ができる十進位取り記数法に気付かせる。そして，同じ位同士で計算するよさに気付かせ，ブロッ

クを数字に置き換えて整理させることで，自ら筆算をつくり出させるようにしたい。

　次に，繰り上がりのある２位数の加法でも筆算を用いることができるか考えさせる活動を通し
て，同じように，位ごとに計算するよさを実感させ，10のまとまりができたら次の位に繰り上がる
ことに気付かせたい。そして，一の位から計算することで，より能率的に計算をすることができる
ことに気付かせていく。
　さらに，繰り上がりが２回ある加法や簡単な３位数の加法などの計算の仕方を調べさせること
で，これまでの十の位や一の位のまとまりごとに計算することを基に，百の位へも繰り上がる計算
の仕組みに気付かせていく。また，同じ計算の仕組みを用いて表記する筆算を実際にかかせて，和
を求めさせることにより筆算の意味やよさを味わわせたい。
　さらには，たす順序が変わる二つの場面を比較させる活動を通して，加法におけるきまりを感じ
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させ，交換法則や結合法則を計算で用いるよさを実感させたい。
　題材の終末では，自ら２位数の加法の問題を作らせる発展的な課題を子どもたち自身に考えさせ
るとともに，筆算を用いて互いの問題を解き合うことで，これまでの学びや課題に対する解決を深
めさせたい。
　このような学習を通して，子どもたちは，単位の考えや統合的な考え方を深めたり，２位数の加
法についての理解を深めていく。そして，友達と共に自らの「問い」を連続・発展させながら，論
理を追究し続けながら，算数を共に創り出そうとする態度を身に付けることができると考える。

　(3)　子どもの実態

　本学級の子どもたちが，本題材に関わるようなことについて，どのようにとらえているか調査し
てみると，次のような結果だった。（調査人数35人，質問紙法）

【調査１】から，多くの子どもたちが10の
まとまりを図示している一方で，27個をば
らばらに表記している子どももいることが
分かる。これは，１対１対応でしか数を捉
えておらず，10のまとまりを意識して数え
るよさに気付いていないことが原因だと考
える。そこで，友だちが10のまとまりで数
を数えたり，図示したりする様子を共有し，
そのよさを実感させる必要がある。
【調査２】から，多くの子どもたちが，加
法の計算の仕方を図によって説明している。
一方で，式による表現にとどまったり，図や
絵に表せなかったりする子どもたちが多い
こともが分かる。これは，加法の計算が数的
な処理にとどまり，その意味をしっかりと
理解できていないからだと考える。そこで，
調べる際に，ブロックなどを用いて加法が

用いられる場合を操作，説明させ，加法の

意味を深めさせる必要がある。

【調査３】から，２位数の加法に対して，図
を用いてその計算の仕方を説明しようとし
ているが数が間違っていたり，式として加
法をかくまででとどまっている子どもが多
いことが分かる。これは，２位数の表し方
として，十進位取り記数法を用いて，位ご
とに数で表せることがしっかりと理解され
ていないからだと考える。そこで，２位数
を表す際に，ブロックを用いて位を説明さ

せる必要がある。

　(4)　指導上の留意点

　　ア　２位数や３位数を表す際に，位ごとに数字で表すよさに気付かせるために，色分けされたブ
ロックを用いたり，位ごとの仕切りを板書したりする。

　　イ　加法の筆算では，位ごとに縦に並べて計算するよさに気付かせるために，計算の仕方をブロッ
クを用いた操作的表現に置き換えさせて学び合いの場を設定する。

　　ウ　２位数の加法でも１位数と同じような計算の仕方を用いることに気付かせるために，位ごとに
計算するという根拠を確かめ，ブロックで説明させる学び合いの場を設定する。
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３　目　　標
　(1)　加法場面を解決したり，問題をつくって解決したりする活動に関心を持ち，２位数＋２位数の計

算の仕方を考える活動に意欲的に取り組み，自分なりの「問い」を連続・発展させていこうとする
ことができる。

　(2)・　単位の考えや統合的な考え方を用いて，加法場面を２位数まで拡張し，２位数＋２位数の計算
の仕方を考えていくことができる。

　　・　繰り上がりのある２位数＋２位数の計算の仕方を具体物や図・絵を使って説明したり，筆算形
式にまとめたりするなどの算数的表現をすることができる。

　(3)　加法場面について，具体物を用いたり筆算を使ったりして考える活動を通して，十進位取り記数
法の仕組みと関連させながら，２位数までの加法の和を筆算で求めることができる。

４　指導計画（全15時間）
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５　本　　時（１／ 15）
　(1)　目　標

　２位数の加法の計算の仕方をブロックを操作して考える活動を通して，位ごとに縦に並べて計算
すればよいことに気付き，それを説明したり正しく計算したりすることができる。

　(2)　本時の展開に当たって

　本時の指導では，単に２位数の加法の数的な処理で終わるのではなく，十の位と一の位に分けて
位ごとに縦に並べて計算するよさを共有させることが大切である。そこで，計算の仕方をブロック
を用いて操作的表現に置き換えさせて，２位数の加法では位ごとに縦に並べて計算するという根拠

を引き出すための学び合いを設定して，展開していく。
　(3)　実　際
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